
令和７年第３２回定例公安委員会会議録 

開 催 日 時  　令和７年１０月９日（木）午前１１時１０分～午後２時０５分

開 催 場 所    警察本部

第１　定例会議 

 

　１　開催時間  　午後１時３０分～午後１時５１分　 

 

　２　出席者 

                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公安委員会　久本委員長　　笠田委員　　杉原委員 

       

警察本部　　青山警察本部長　　　渡邉警務部長　　　渡邊首席監察官　　　

山枡生活安全部長　　細田刑事部長　　　宮田交通部長　　　　

山本警察学校長　　　永井情報通信部長   若林警備部総括参事官

 生田警務部参事官　　

 

            　　（事務局等～柳原公安委員会補佐室長、総務課員） 

 

 

　３　議題事項 

 

 　　　

    　　

　４　報告事項 

 

 　　○各種大会報告（警務部）

 　　○第５７回鳥取県交通安全県民大会の開催（交通部）

　　○「鳥取県立美術館企画展「Ｔｈｅ花鳥画展」特別記念講演会」開催に伴うお成

 　り警衛（警備部）

 

 

 　（１）各種大会報告（警務部）

              

　   警察本部 

    　職員が出場を予定している５つの大会について報告させていただく。１件目は、

本日高松市総合体育館において開催される、令和７年度中国四国管区内警察逮捕



術大会に逮捕術特別訓練員１０人が出場し、男女混合団体リーグ戦で順位を決定

する。２件目は、１０月２０日、２１日に日本武道館において開催される、令和

７年度全国警察柔道大会・剣道大会に柔道及び剣道特別訓練員の１５人が出場

し、団体戦で順位を競う。３件目は、１０月２３日に中国四国管区警察学校射撃

場において開催される、令和７年度中国四国管区内警察拳銃射撃競技大会に拳銃

射撃特別訓練員５人が出場する。４件目は、１０月１８日、１９日に広島県つつ

がライフル射撃場において開催される、２０２５年度全日本スポーツ射撃競技選

手権大会に拳銃射撃特別訓練員２人がセンターファイアピストルの部に出場す

る。５件目は、１１月３日に日本武道館において開催される、第７３回全日本剣

 道選手権大会に機動隊の巡査長が出場する。

 

　　委員 

    　各種大会が目白押しとなっている。鳥取県警察では、通常の業務の忙しい合間

を縫って鍛錬している。鍛錬の成果を発揮し、頑張ってもらいたい。センターフ

ァイアピストルについて、先日の国民スポーツ大会で職員が入賞され、県民から

大変喜ばれていると思う。過去にも全国大会で優勝されており、この競技の第一

 人者だと思う。是非、鳥取県民及び鳥取県警のために頑張ってもらいたい。

 　　

　　委員 

      今回出場される選手は、１つでも順位を上げられるよう意識してもらいたい。

 さらに今後も、県警察全体のレベルアップを図りながら、頑張ってもらいたい。

  

　　委員 

    　日々の鍛錬の成果を出す機会となるので頑張ってもらいたい。大会での活躍が

 地域の信頼につながっていく。良い成績となるよう祈念している。

 

　       

 　（２）第５７回鳥取県交通安全県民大会の開催（交通部）

 

　   警察本部 

　　　この大会は、毎年県下の交通安全功労者及び優良運転者の表彰を行うとともに、

交通安全に関する講習等を行い、県民の交通安全意識の更なる高揚を図り、交通

事故を防止することを目的として県内東部・中部・西部各地区で持ち回りで開催

 しているものである。

　　　本年は、１１月５日にとりぎん文化会館において、鳥取県交通対策協議会、鳥

取県、鳥取県警察及び一般財団法人鳥取県交通安全協会が共催で開催する。参加

人数は約５００人を予定しており、各方面に参加の呼び掛けを行うなど、大会の

 成功に向けた準備を進めているところである。

　　　当日は、正午から会場内外に展示コーナーを設けるとともに、午後１時半から

小ホールにおいて式典を行う。体験・展示コーナーは会場正面玄関付近でシニア



カーの体験乗車、白バイの展示等を行う予定で、屋内では、交通安全用品の展示

販売、交通安全ポスターの展示のほか、交通安全教育機器を設置し、来場者に対

し参加・体験・実践型の交通安全講習を実施する。さらに、特殊詐欺防止のチラ

シや警察官採用広報パンフレットを配布し、幅広く県民の皆様へ啓発活動を行う

 こととしている。

　　　式典は、冒頭に交通事故犠牲者に対する黙とうを行い、主催者挨拶に続き、交

通安全功労者の表彰、来賓祝辞後、むつみこども園園児による交通安全メッセー

ジの発表が行われる。講演は、お笑いタレント安田大サーカス団長安田氏に依頼

している。安田氏は、自転車を趣味としており、ロードバイクやトライアスロン

大会など数々のレースに参戦され、２０１５年に出場されたトライアスロン大会

で落車し、大けがをされたことを機に、交通安全講演を始められた。平成２９年

にも交通安全県民大会で「安全に自転車を楽しむために」というテーマで講演さ

れ、好評であったことから、再度出演していただくこととなった。今回は、「団

長流体当たり人生から学ぶ交通安全講座」と題して約５０分の講演を行っていた

だく。講演後は、自転車利用者のヘルメット着用啓発や来春から開始される自転

車に対する交通反則通告制度の周知のため、県下で唯一映像制作を授業で行って

いる県立鳥取湖陵高等学校情報科学科に交通安全啓発動画の企画制作を依頼して

おり、完成動画を放映する予定としている。この動画作成に当たっては、Ｊ３ガ

イナーレ鳥取にも協力を依頼し、マスコットキャラクターであるガイナマンも動

画に出演してもらっている。動画視聴後、鳥取県警察音楽隊による演奏を行い、

 結びに受賞者代表による大会決議があり終演となる。

　　　本大会の開催を通じて、県民の交通安全意識の更なる高揚を図り、交通事故防

 止に努めていきたいと考えている。

 

　　委員 

　　　交通安全功労者の表彰は意義深いことであり、朝や夕方に横断歩道に立たれ、

地域の安全を守るための地道な活動をされている方を表彰し、労をねぎらってい

ただきたい。講師による体験談等についても興味深い内容となっている。年間を

通して様々な活動をしていただいているが、交通安全運動には終わりがなく、継

続的な取組が必要である。今回の大会を通して、県民の交通安全意識の高揚を図

ってもらいたい。    

      

　　委員 

    　１１月は事故の発生が多い印象がある。そんな中で、１１月に入ってすぐの鳥

取県交通安全県民大会となるので、年末に向けて、死亡事故が発生しないように

 取組をお願いしたい。

      

　　委員    

      功労者表彰や講師の方による講演のほか、各年代に向けた様々な取組を幅広く

実施される予定となっている。この大会の成功に向け、職員が真剣に取り組んで



おられると感じられる内容であり、交通安全意識が広く県民に届くと思う。交通

事故のない社会を目指すためにも、県民一人一人の意識が向上する大会を運営す

ることは必要なことだと思う。子どもから高齢者まで、誰もが安心して過ごすこ

とができる鳥取県にするため、交通安全意識を高めていきたい。大会を通じて、

 県民全体に交通安全の輪が広がっていくことを期待している。

 

 

　（３）「鳥取県立美術館企画展「Ｔｈｅ花鳥画展」特別記念講演会」開催に伴うお

 　　成り警衛（警備部）

 

　   警察本部 

　　　１０月１９日及び２０日、三笠宮彬子女王殿下の「鳥取県立美術館企画展「Ｔ

ｈｅ花鳥展」特別記念講演会」開催に伴う御臨席及び地方事情御視察のため、お

 成り警衛を実施する。

 

　　委員 

　　　万全の警備体制で対応をお願いする。    

      

　　委員 

    　昨年に引き続き、鳥取県にお越しいただく。県中部では美術館が開館し、新た

な視点で鳥取県を見ていただき、大変有り難い。警備が大変だと思うが、引き続

 きよろしくお願いする。

      

　　委員    

    　広範囲に移動されることから、各署と連携し、万全の体制で警護に当たっても

 らいたい。

 

第２　その他の公安委員会活動    

      

　１　意見の聴取 

      運転免許課から、道路交通法に基づく意見の聴取３件について、事案概要、処

　　分理由、当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。 

 

 

　２　聴聞 

      運転免許課から、道路交通法に基づく聴聞３件について、事案概要、処分理由、

 当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。

  

 

  ３　事前説明       



       

 

 

　４　報告事項　 

   　・鳥取県民の警察官表彰受賞者の決定について

 　　・国民スポーツ大会入賞報告

 

　 

　５　決裁 

　　   生活安全関係営業者等に対する行政処分に関する訓令の一部改正等 

 

 

　６　公安委員会委員間の事前検討・協議等 

       

 

 

  ７　公安委員会補佐室からの事務連絡等 

　　　公安委員会補佐室から当面の行事予定等について確認と説明があり、了承した。 

 


